



















































等分する不定時法」と述べたが，正確には，夜明けを挟む約 2時間が igp J (明け六つ)であ









まず学制J (1872) と「小学教則J (1872)では時間や時刻の教育に触れた箇所は見当
たらない 2。不定時法から定時法への変更は，旧暦明治 5年 12月 3日を新l膏の明治 6年 1月 1
日とする改暦によってようやく行われたものだから学fliJと「小学教則」に「時間j と「時
刻」に関する記述ないのも無'理からぬところである。
それでは小学教員IJJ で教科 ~I;: として例示された『筆算訓蒙~ w洋算早学』ではどうだろ
うか。 w筆算司11 蒙~ (塚本明毅著，沼津学校干IJ，1869)は，冒頭の凡例で凡時刻はすべて
時辰儀によりて此を算す [0 )俗間時刻はこれを学術上に施し難きを以てなり J3 ([)内引
用者)という注意書きを置いている通り，時間に関する問題を載せていた。ここで fn寺辰俄」
とは，不定時法を示す和時計とは異なる，西洋の不定時法を示す時計のことである 4。 「俗間













さて， w筆算訓蒙』に比べ平易な内容を扱っている『洋m:早学~ (吉田府徳編， 1872)にも，
時間に関する加減や諸等化法の問題が見られる。しかも，自然科学の知識を多く盛り込み翻訳







良し、かというと，重要な例外があった。 w小学部術者 巻ー~ (文部省編纂， 1873) には，学
-63一
校で子どもが午前中に 3時間，午後に 2時間勉強した時，あわせて何時間勉強したかといった












第 2次教育令に基づく「小学校教則綱領J (1881)や，第 1次小学校令(1886) にも，従
来通り時IJや時刻に関する規定は見られない。時間と時刻の扱いが法令に登場したのは，第 2





























尋常小学校用の教師用書を参照すると，名数の単位として枚J r本J r冊j が 1年次に
現れるのに対し時Jや「週日」は 2年次に現れる。いずれも掛け算九々の単元である
ため，編纂者としては 1日に 4時間ずつ勉強したら， 3日で何時間勉強することになるかな














児童用書が尋常小学校 3年生用から発行された。 1年次， 2年次の教師用書に関しては，第 1
期と特に目立った変化は認められない。一方，第 1期の 3年生用教師用書にあった r1時=60
分Jや r1分=60秒」といった公式的な記述は，第 2期の 3年生用児童用書からは省かれてい












2 )第 3JTl・第 3期改訂版固定教科書
第一次大戦前後の社会の変動と新教育の影響を受けて改訂されたのが，第3期固定教科円(第









そして，メートル法専用を定めていた改正度量衡法(1921年 4月成立)の施行が 1924年 7
月 1日に定まったことに伴って改正されたのが，第 3期改訂版固定教科書(第1，第 2学年は
1926年度から使用開始)である。翌 1925年より，修正算術書 1，2年生用が使用されること
となった。ここでは，第 l期以来継続して掲載されてきた 17日=1週Jだけでなく 11日=
24 n寺」と 11時=60分Jという式も教師用書に載せられている。その後時計に依りて l
H寺聞は 60分なることを教え，長針短針の 1回転する時間を知らしむべし。」という注意書き
がなされている 19。特に時刻の計り方に関する言及はないが，時計の長針と短針が l回転する
時間という第 1期の第 3学年用の教師用書とほぼ同じ記述が現れている点から見て，第 1期以






なる観念を与えざりき。因りて今回の修正に於て以上の外，分をも加え 1日は 24時 1
n寺は 60分 1週は 7日なることを授け，其の観念を精確に与うることとせり 。

























3 )第 4矧 ・第 5期固定教科書











先づ，児童の日常生活について，朝 ・昼 ・晩(夕方) ・夜等の語による漠然としたものか
ら出発して，朝早く，昼過ぎ，夜遅くなどの語による時の経過，時刻の前後に関心をもた
せる。進んで，起床 ・朝食 ・登校 ・始業 ・昼食 ・終業 ・帰宅 ・おやつ ・夕食 ・就床等によ
って，粉々はっきりしたH寺刻に及び寺家IJの名称 iU寺Jを導き出して時計ーに及ぶ。児蛍用
























































を教えたのであろう。そして 2年生用の上巻に当る『カズノホン 3~ では，時計の図版を示


















ぶ課題ということであろう。 1年生で 30分刻みの時計の読み方を学び， 3年生で 5分単位の読
み方を学び， 4年生で 1分単位に及ぶという，極めて段階的で丁寧な扱われ方をしていたこと
がわかる。




に戻るとともに学問的な系統性が強化されて，第 4次学習指導要領 (1968， i現代化学習指導
要領J)で学問的水準が最高になるという理解が一般的である。時間と時刻に関してはどうだ
ろうか。
実は，時間と時刻の導入時のカリキュラムに関する限り，第 3 次と第 4 次の学習栴i特製旬~は
第 2次学習指導要領を踏襲していた。第 3次学習指導要領では，第 l学年でとけいで，何
日寺，何時半などを読むこと。」と定められ，第 2学年で「とけいによる時刻の読み方(分まで)










第 l学年で「簡単な場合Jの時刻ではなく時刻をよむことができるようにする。 j こと
そのものが初めて求められたのは，ゆとりの掛け声の下で時間数が削減された第 6次学習指導






















題に比べ難しい。その点への配慮は，初めて 1 年生用の児童用舎を発行した「緑表紙教科書~J 
にも認められ，戦後初期の学習指導要領にも明らかに認められた。しかしゆとり Jの掛け
声とその後の混乱とともに，その配慮は背景に退いてしまった。
第 6次学習指導要領において 1年次に 1分区切りで時刻を読ませるカリキュラムになったの
は，どのような事情によるのであろうか。現代化運動を経た第 5期以降，算数教育の時間数の
配分が高学年重点型から全学年均等型に移っており，総体としてはその事情が関わっていると



















3海後宗臣編『日本教科書大系 近代編 第 10巻算数(一)~講談社， 1962年， 113頁
4織問一朗『時と時計の雑学事典』ワールドフォトプレス，平成 20年， 67頁





10文部省内教育史編纂会『明治以降教育制度発達史 第 3 巻~ 97頁
11海後宗臣編『日本教科書大系近代編第 12巻算数(三)~講談社， 1963年， 217""'221頁
12 r凡例J，文部省『尋常小学算術書 第一学年教師用~ ，海後宗臣編『日本教科書大系 近
代編第 13巻算数(四) ~講談社， 1962年， 3頁
13文部省『尋常小学算術書 第三学年教師用~ w日本教科書大系 第 13 巻~ 36頁
14文部省『尋常小学算術書 第四学年教師用~ w日本教科書大系 第 13 巻~ 49頁
11i帝都教育研究会編『固定教科書編纂趣意書集成』教育書院，昭和 7年， 23頁
16文部省『尋常小学算術書 第三学年教師用~ w日本教科書大系 第 13 巻~ 143""147頁
17 前掲『固定教科書編纂趣意書集成~ 49頁
18 前掲『固定教科書編纂趣意書集成~ 88頁
19文部省『尋.常小学算術書 第二学年教師用~ w日本教科書大系 第 13 巻~ 396頁
20 前掲『固定教科書編纂趣意書集成~ 117頁






24文部省『尋常小学算術第一学年児童用 上~ W日本教科書大系 第 13 巻~ 471頁
2o文部省『尋常小学算術 第一学年教師用 上~ 1935年，仲新他編『近代日本教科書教授法
資料集成第八巻 教師用書 4 算数篇』東京書籍， 1983年， 522頁
26文部省『尋常小学算術第二学年児童用 上~ W日本教科書大系 第四巻~ 504頁
27文部省『尋常小学算術 第三学年児童用 上~ W日本教科書大系 第 13 巻~ 538頁。現代
の教科書の例は，杉山吉茂他『新編新しい算数 4上』東京書籍，平成 19年， 22頁を参照。
28文部省『カズノホン -~ ，海後宗臣編『日本教科書大系 近代編第 14巻算数(五) ~ 
講談社， 1964年， 11頁。
29第4次と第 5次の学習指導要領における算数の配当時間は次の通りである。第 4次から第 5
次にかけて算数の配当時間は減っているものの 1，2年生の配当時間は増えている。この
時間配分の大幅な変更が日本の子どもの学力水準にどのように作用したかという点は，今
後検証していく必要がある。
?
??
?
?
??
?
? ?? ??????，
?
? ?
?
?
? ，?
